
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 

 

 



目次 
＜短期インターンシップ＞ 

 
＜長期インターンシップ＞ 

ﾍﾟ-ｼﾞ数 団体名 活動分野 

1 片倉うさぎ山公園遊び場管理運営委員会 プレイパーク（屋外の子どもの遊び場作り） 

2 NPO 法人教育支援協会南関東 子どもの体験学習支援 

3 K2 インターナショナルグループ 若者支援・まちづくり 

4 障害者自立生活センター ＩＬ・ＮＥＸＴ 障害者自立支援 

5 NPO 法人みどり福祉ホーム 障害福祉、子ども支援 

6 ＮＰＯ法人地域生活センター 障害者福祉 

7 NPO 法人ピッピ・親子サポートネット 
子育て・介護・障がい支援 ・学齢期児童の

居場所 

8 公益財団法人日本野鳥の会「横浜自然観察の森」 環境保全（教育・調査・管理） 

9 NPO 法人アクト川崎 環境学習、地球温暖化防止、市民活動支援 

10 NPO 法人スマイルオブキッズ 難病や障がいがある子どもたちの支援 

11 
NPO 法人ぐらす・かわさき 

地域活動支援センター「メサ・グランデ」 
コミュニティカフェ・市民活動支援 

12 コトラボ合同会社「ヨコハマホステルヴィレッジ」 コミュニティ再生、起業 

13 大倉山おへそ まちづくり・コミュニティスペース 

14 NPO 法人びーのびーの 子育て支援 

15 NPO 法人さくらザウルス 子育て支援 

16 NPO 法人グリーンママ 子育て支援 

17 NPO 法人かながわ外国人すまいサポートセンター 外国人支援（住まい探し・生活相談など） 

18 NPO 法人ＷＥ２１ジャパン リサイクル・国際協力 

19 NPO 法人地球市民ＡＣＴかながわ 国際協力 

20 NPO 法人横浜 NGO ネットワーク 国際協力 

21 NPO 法人 STスポット横浜 芸術文化 

22 NPO 法人横濱ジェントルタウン倶楽部 まちづくり、障害者福祉 

23 NPO 法人アークシップ まちづくり、アート 

24 
ＮＰＯ法人横浜市民アクト(ほどがや市民活動セン

ターアワーズ) 
まちづくり・市民活動支援 

25 NPO 法人アクションポート横浜 まちづくり・市民活動支援 

26 NPO 法人アクト川崎 環境学習、地球温暖化防止、市民活動支援 

27 NPO 法人教育支援協会南関東 子どもの体験学習支援 

28 NPO 法人地球市民ＡＣＴかながわ 国際協力 

29 NPO 法人横浜 NGO ネットワーク 国際協力 

30 NPO 法人アークシップ まちづくり、アート 

31 NPO 法人アクションポート横浜 まちづくり・市民活動支援 

5/6 現在の内容です。 
今後変更の可能性があります。 



  

 

活
動
背
景
・
目
的 

子どもたちがわくわく・どきどきと心を動かして遊ぶ毎日であって欲しいと願う親たちが、子どもにと

っての豊かな環境を作りたいという思いで活動を開始しました。現在、片倉うさぎ山公園内でプレイパ

ークと呼ばれる「自分の責任で自由に遊ぶ」を基本とした子どもの遊び場を運営し、子どもが自由に自分

のやってみたい事に挑戦できる遊び環境の必要性を社会に発信しています。 

事
業
内
容 

プレイパークの開催。開催日時：毎週水・木・土・日曜日に週 4回（10:00〜17:00） 

 ・子育て支援事業：第１水曜日「子育てカフェ」、第２水曜日「すくすくかめっ子」、 

          第４水曜日「親子でとことん」 

・リサイクルマーケット：年 4回 

・イベント：プレイパーク祭り・どんど焼き・節分・ベーゴマ釘刺し大会・こども商店街・もちよりデー等 

・公開安全点検：随時 

イ
ン
タ
0
ン
活
動
内
容 

日々のプレイパークの開催のお手伝いをしていただきます。単に言われたことをこなすだけでなく、た

くさん遊んで楽しんで、そしてやってみたいことにチャレンジしてみてください。 

 ・準備や片付け、作業を通して、プレイパークについて知る 

 ・子どもと遊びながら、子どもの特性や個性を知る 

 ・親とコミュニケーションをとる中で子育て中の親の気持ちを知り、今の子育て環境について学ぶ 

 ・地域の大人や世話人(運営スタッフ)から、コミュニティの必要性や活動の意味を学ぶ 

 ・プレイリーダーの仕事から「環境・関係性を創る」ことを学ぶ    

受入人数 2 人まで 

面接可能日 6/24 

通勤手段 ■公的交通機関のみ □自家用車・バイク可     □いずれも可 

学生への 

要望・要件 

など 

○着替えは必須です。 
○事前に「日本冒険遊び場づくり協会」「YPC ネットワーク」のサイトなどをみて、冒険遊び場の
理念や場所の雰囲気を知っておいてください。（さらに冒険遊び場関連の書籍を読むとよりよ
く理解できると思います。） 

こうでなくては駄目という訳ではないのですが、こんな人が向いています。 
 ○人と遊んだり話をしたりするのが好きな人 ○くだらない事でも楽しめる人 
 ○屋外なので体力がある程度ある人  ○泥や土、水などで汚れても気にならない人 

窓口担当者 甲斐琢人(プレイリーダー) 

連絡先 TEL: 045-413-2105(毎週水・木・土・日 10:00〜18:00)／ E-mail:usagiyama-pp@nifty.com 
  

  

代表者 瀬井恒之 会員数 60 名 

ホームページ http://usagiyama-pp.net/ 

団体所在地 〒221-0865 横浜市神奈川区片倉 2-42 

最寄り駅 横浜市市営地下鉄ブルーライン 片倉町駅 徒歩 15分 

代表連絡先 TEL:045-413-2105(開園時のみ) ／ FAX:045-413-2105(開園時のみ)  

団体概要 

受入要項 

片倉うさぎ山公園あそび場管理運営委員会 

とことん遊ぼう片倉うさぎ山プレイパーク 

プレイパーク 対人対応 短期 長期 
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活
動
背
景
・
目
的 

本来、教育の主体は家庭であり地域社会です。地域や家庭の教育力が低下していると久しく言われては

いますが、近年では市民や団体・企業などが立場や世代を超えて地域の課題に取り組む事例も見られる

ようになっています。教育支援協会南関東では、子どもたちが体験的に学ぶことができるプログラムや

居場所づくりを通して、子どもたちが十分に力を発揮し、いきいきと育っていく社会を、地域の多様な

人たちと共につくり出す活動を行なっています。 

事
業
内
容 

・児童生徒の登校および自立支援事業 

教育委員会からの補助を受け、南区にて「ハートフルみなみ」を運営し、不登校の状態にある子どもた

ちが自立にむかうための多様な学び・関わりの場を提供しています。 

・青少年の地域活動拠点事業 

横浜市からの補助を受け、主に南区の青少年を対象とし、放課後の居場所および青少年の活躍の場や地

域参加のきっかけづくりを行なっています。 

・寄り添い型学習・生活支援事業 

横浜市各区からの委託を受け、複合的な課題を抱える家庭の子どもに対する学習・生活習慣などの支援

を行なっています。現在 7区 1市 22 ヶ所で実施。 

・放課後児童育成事業 

横浜市からの補助を受け、市内小学校の放課後キッズクラブを 7ヶ所、放課後児童クラブを 1ヶ所運営

しています。また、地域人材を活用したプログラムやイベントを企画・実施しています。 

・小規模保育事業 

横浜市より補助を受け、南区にて小規模保育施設の運営を行なっています。 

活
動 

内
容 

・子どもたちの居場所でのスタッフサポート  ・イベントのチラシ作成、広報活動 

 ・小学生〜中高生向けプログラム/イベントの企画立案、運営実施 など                    

   

受入人数 短期(長期への延長も可) 5 人程度 

面接可能日 6/22 - 7/3 (平日 9-17 時) 

通勤手段 ■公的交通機関のみ □自家用車・バイク可     □いずれも可 

学生への 

要望・要件 

など 

・子どもや青少年、地域教育活動に興味がある方 

・自分から主体的に学び、挑戦する意欲のある方 

・プロジェクトを一から作り上げていく体験に興味がある人 

窓口担当者 NPO 法人教育支援協会南関東：坂口 

連絡先 TEL: 045—243-6840  E-mail：minami-kanto@super-ykst.jp 
  

  

代表者 五藤 美昭 会員数 約 20 名 

ホームページ http://super-ykst.jp/ 

団体所在地 〒232－0024 横浜市南区高根町 3-17-12 KS ビル 3F-B 号室 

最寄り駅 横浜市営地下鉄ブルーライン 阪東橋駅 徒歩 1 分、京浜急行 黄金町駅 徒歩 5 分 

代表連絡先 TEL:045—243—6840  

NPO 法人 教育支援協会南関東 

市民の力で子どもたちが生き生きとする社会を 

子どもの体験学習支援 

団体概要 

受入要項 

企画立案 企画参加

 

広報 対人対応 短期 
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活
動
背
景
・
目
的 

不登校・引きこもり・ニート・発達障害など社会の中で生きづらさを抱える若者に「住む・働く・仲間」

がいる事、ひとりひとりの課題や希望にオーダーメードの支援をしています。 

大学生であれば、当事者の若者達と同年代で、不登校などにはならずとも社会の中に居心地の悪さを感

じたり、しんどさを感じる人もいるでしょう。私たちは支援する側、される側ではなく、お互い様の関係

のなかで、悩みの中にいる学生さん達も含んて一人ひとりに寄り添い、具体的に必要な支援につなげて

いこうと思っています。乳幼児から若者まで年代的にも幅広く支援しています。 

事
業
内
容 

K２グループでは、生きづらさを抱える若者の為の支援として下記の事業を行っています。 

① 共同生活事業 横浜根岸に多様な住まいの展開をしています。シェアハウス、共同生活など海外は

NZ、AUS、韓国と石巻にも共同生活の拠点があります。 

② 多様な働く場づくり 農業、飲食店(コッペパン屋、お好み焼き屋、学食、にこまる食堂)軽作業、清

掃その他 一人ひとりの適性に合わせ、また持続可能な運営を目指しています。 

③ 地域に根差した活動 マルシェ運営、イベントの開催、セミナーなど実施 

イ
ン
タ
0
ン
活
動
内
容 

短期＞ 

８月２２日（土）開催予定の「Ｋ２夏祭り」開催までのお手伝い 

当日参加できる事が条件となります。 

開催当日まで、イベント内での子ども達を楽しませる企画を準備したり、 

オリジナルのブース等の出店などもできます。 

音楽やアートなどでイベントを盛り上げる企画も一緒に考えます。 

   

受入人数 2 名 

面接可能日 面接期間 6/22-7/3 火曜日・金曜日午後（要相談） 

通勤手段 公的に交通機関・自転車等   

学生への 

要望・要件 

など 

若者支援や若者の表現活動等に興味、関心のある方 

横浜のまちづくり、イベント開催などを通じていろんな経験をしたい方 

今後のキャリア、進路にこの活動を活かしたいと考えている方。 

窓口担当者 岩本真実 

連絡先 Tel 045-752-5066   Mail mami@k2-inter.com 
  

  

代表者 金森克雄 会員数  

ホームページ www.k2-inter.com 

団体所在地 横浜市磯子区東町９－９ 

最寄り駅 JR 京浜東北根岸線 根岸駅徒歩３分 

代表連絡先 045－752-5066  

団体概要 

受入要項 

K2インターナショナルグループ 

生きづらさを抱える若者と共に生きる場づくりが多様に地域に世界に展開！ 

短期／長期 活動分野（若者支援・まちづくり） 

−3− 



 
 
 

 

 

活
動
背
景
・
目
的 

障害がある人もない人もゴチャゴチャワイワイと一緒に生きられる。ヨコハマをそんな街にしたい。 

それが私たちのラストミッションです。 

あなたは障害がある人と出会ったことがありますか？友達になったことがありますか？お酒を飲むと思

いますか？どんな暮らしをしているか知っていますか？ 

少しでもそんなことに関心をもったら、私たちの団体のＮＰＯインターンシップに参加してください。

あなたの目の前にきっと新しい世界が開けるはずです。 

障害がある人や支援しているスタッフと一緒に語り合いましょう。 

事
業
内
容 

・ピアサポート：仲間同士が悩みを受け止めあい、アドバイスをしあって問題解決へ。 

・Live トーク：障害がある人と障害福祉を仕事とする人が本音トーク。 

・朗読会：朗読家を招いて、近代文学、童話、落語など幅広く。 

・生け花：先生を招いて、本格的に。 

 

活
動
内
容 

イ
ン
タ
0
ン 

・参加する学生さんが関心を持っているテーマでのディスカッション 

・Live トークへの参加、利用者さんと買い物、映画鑑賞 

・運営事務のサポート 

【活動時間】平日 11 時〜18 時 

   

受入人数 1～3 名 

面接可能日 6/22～7/3 

通勤手段 ■公的交通機関のみ □自家用車・バイク可     □いずれも可 

学生への 

要望・要件 

など 

要件はとくにありません。福祉分野に関わらず、このシートを見て少しでも関心を持たれた学生

さんであれば幅広く受け入れていきたいと思っています。私たちと皆さんは、日常生活の中で出

会う機会がほとんどありません。出会うための一歩を踏み出して下さい。 

窓口担当者 渋谷 治巳 

連絡先 TEL:045—753-3257  ／ E-mail:ilnext2012@yahoo.co.jp 
  

  

代表者 渋谷 治巳 会員数 20 名 

ホームページ Facebookで「障害者自立生活センターＩＬ・ＮＥＸＴ」で検索してください。 

団体所在地 〒235-0015 横浜市磯子区久木町 18－8 オークハイム１階 Ｅ-Ｆ 

最寄り駅 JR 根岸線 根岸駅 徒歩 15 分 もしくはバス 5分、徒歩 1分 

代表連絡先 TEL:045—753-3257 ／ FAX:045—753-3257  

受入要項 

障害者自立支援 

団体概要 

企画参加

 

対人対応 事務 

障害者自立生活センター ＩＬ・ＮＥＸＴ 
あなたの現在、そして未来を応援します 

 

短期 長期 
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活
動
背
景
・
目
的 

みどり福祉ホームは重い障害のある方を支援するプロフェッショナルです。しかし、法人理念を真に達成

するには、障害福祉分野で仕事をするだけでは不十分で、地域全体のネットワークの再構築が不可欠だと

考えています。みどり福祉ホームは障害に限らず地域のセイフティーネットワークの核となることによ

り、広く市民の共感を集め、ミッションの達成を推し進めます。そのために、パブリシティ、ファンドレ

イジング、社会貢献など新しく柔軟なアイデアが必要となるでしょう。いうまでもなく、すべての取り組

みの根底には、障害のある方とその家族の生活や困り感に深く寄り添う姿勢が求められます。 

事
業
内
容 

長年にわたり地域に住む重い身体と知的両方の障害がある方の日中活動を支え続けてきました。最近は 

もっと幅の広い障害があるこどもとおとなの生活を支え、余暇を楽しむ活動にも力を入れています。また

障害に限らず地域のセイフティーネットの核となることが今後の活動のポイントになると感じています。 

イ
ン
タ
0
ン
活
動 

内
容 

・知的障害があるおとなの方とその家族を対象にしたヨガ教室への参加 

・障害があるこどもの夏休み期間中の一時預かりへの参加（公園、水遊び、工作など） 

・身体と知的の障害があるおとなの方の日中活動支援 

・１０月１０日（土）に行われるみどり福祉ホーム祭り（地域の障害のあるなしに限らないこどもおとな

があつまる一大イベント、ゲストに芸能人も参加）の企画運営に参加 

   

受入人数 ２名程度 

面接可能日 原則月曜日から金曜日（詳細は荒木と調整してください、候補日時を数日用意しておいて下さい） 

通勤手段 公共交通機関 バイク 自転車 

学生への 

要望・要件 

など 

障害福祉以外のことに興味がある方とも会いたいです。みどり福祉ホームという舞台で障害福祉

を切り口にまちづくりやこども支援、国際協力など自由な発想を自分から出せる可能性のある方

を求めます。今後一緒に長く働いてみたいという方、大歓迎！ 

興味のある方は必ず、ホームページ・ブログ・Twitterを事前にチェックして雰囲気をつかんで

からきてください。「みどり福祉ホーム」で検索！ 

窓口担当者 荒木 傑（あらき すぐる） 

連絡先 ０４５－９８４－７８７８ 
  

  

代表者 理事長 石橋 陽子 会員数 １５ 

ホームページ http://midori-fukusi.wix.com 

団体所在地 横浜市緑区十日市場町８０８－３ 

  

代表連絡先 ０４５－９８４－７８７８  

NPO法人 みどり福祉ホーム 

地域の中で自分らしくいきいきと生きる 

短期 企画立案 障害福祉 

団体概要 

受入要項 

こども支援 地域支援 
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活
動
背
景
・
目
的 

  

 どんなに重い障害があっても、「まちの中で暮らし続けたい」という障害者の思いを実現することを目指

し、障害者の地域生活における課題に向き合い、一人ひとりの生活に寄り添った支援に取り組んでいます。 

事
業
内
容 

ＮＰＯ法人地域生活センター 

・グループホーム 9 ヶ所 

ＮＰＯ法人新 

・機能強化型地域活動ホーム 2 ヶ所 

・地域活動支援センター作業所型 7 ヶ所 

社会福祉法人 みはらし 

・法人型障害者地域活動ホーム 

・基幹相談支援センター 

・障害者後見的支援制度 

イ
ン
タ
0
ン
活
動
内
容 

＜短期＞※詳細は本人と調整の上、決定します。 

NPO 法人地域生活センター・NPO 法人 新・社会福祉法人みはらしの３法人合同による受け入れ 

 ・地域で暮らす障がい者の生活に密着し、地域の中でどのように暮らし、どのような活動をされているか

を実感してもらう。 

・交流会へ参加（障がい当事者や家族） 

・作業所やグループホームの見学や体験など 
   

受入人数 2 人 

面接可能日  応相談 

通勤手段  公共交通機関   

学生への 

要望・要件 

など 

・障がいのある人たちが身近にいることに違和感を感じない方 

・障がいのある人たちが暮らしやすい地域づくりに興味がある方。 

窓口担当者 赤川 真 

連絡先 npoarata@wind.ocn.ne.jp 
  

  

代表者 室津 滋樹（ＮＰＯ法人地域生活センター） 会員数 11 名 

ホームページ https://www.nkclc.info 

団体所在地  〒231-0846 横浜市中区本牧満坂 10 

最寄り駅 ＪＲ山手駅 徒歩 15 分 

代表連絡先 TEL：045-622-8599 ／ FAX：045－628-3573  

団体概要 

受入要項 

障害者福祉 対人対応 短期 

ＮＰＯ法人地域生活センター 

 
どんなに重い障害があっても地域（まち）の中で、あたりまえの生活を支えたい             
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活
動
背
景
・
目
的 

核家族や転勤家族が多く子育てが孤立しがちな家族の多い横浜市青葉区。このまちに暮らす女性たちが「親が働いていてもいなくて

も預かる」保育、小規模で家庭的な環境の中で、ひとり一人の個性が尊重され育つ場をつくりたいと考え、一時保育を「地域にひら

く窓」とするピッピ保育園をつくった(2005 年)ことが始まりです。その中で新たな気づきや出会いがあり、現在は、子育てから介護

まで、障害があってもなくても共に過ごすことのできる学齢期の子どもたちの居場所「となりのいえ」や、多世代が共に過ごす「大

場町みんなのいえ」など運営しています。また当法人では地域福祉の実践と共に、現場で気づく制度の課題を改善につなげることも

ミッションととらえ、他の団体とネットワークして国や自治体に働きかけをしていく活動にも取り組んでいます。 

事
業
内
容 

認可保育園事業：ピッピ保育園、ピッピみんなの保育園 

小規模保育事業：りとるピッピ、大場りとるピッピ 

学齢期の子どもの支援：放課後児童クラブ ピッピ学童保育 となりのいえ、 

放課後等デイサービス ピッピデイサービス となりのいえ、相談支援事業 となりのいえ 

子育て支援事業：乳幼児一時預かり事業ここ・はっぴい、親と子のつどいの広場はっぴい,子育て支援ヘルパー派遣（ヘルパーステー

ションみんなのいえ） 

介護保険事業：ヘルパーステーションみんなのいえ（訪問介護、居宅介護支援）、デイサービスさくら（通所介護） 

その他事業  ：大場町みんなのいえ まちの台所＆サロン 

イ
ン
タ
0
ン
活
動
内
容 

●インターン受け入れ: 

上記の各事業所での体験：それぞれの現場に入っていただき、実際の活動を体験していただきます。各保育園では、0 歳～5 歳の子ど

もたちの生活・遊びをサポートする保育体験。また学齢期支援のとなりのいえでは、通常の学童保育と障害のある学齢期(小学生から

高校生まで)の子どもたちが共に育ち過ごす場での支援員の体験、ピッピ・親子の広場はっぴい・ここはっぴいは、子育て中の親子の

集う場でのスタッフ体験です。デイサービスさくらでは、介護の必要な高齢者の方たちのサポートを体験します。また、保育・子育て

支援制度、障害児・者福祉、高齢者福祉制度の改善のために、他団体と共に調査や制度提案の活動にも取り組んでおり、希望者にはそ

のミーティングへの参加や、資料作り等も体験していただきます。    

受入人数 ５～６人 

面接可能日 個別調整 

通勤手段 公的交通機関のみ   

学生への 
要望・要件 

まず、体験していただくこと、体験後に感じた気づきをぜひ戻していただくこと、法人内での報告
会に参加してください。 

窓口担当者  岡田 

連絡先 pippi@npo-pippi.net  電話：045-530-3939  
  

  

代表者 友澤ゆみ子 会員数 ６５人 

ホームページ http://npo-pippi.net/ 

団体所在地 
横浜市青葉区荏田西 3-1-19  ＮＰＯ法人ピッピ・親子サポートネット 

連絡先：横浜市青葉区市ケ尾町  －106ヘルパーステーションみんなのいえ 

最寄り駅 田園都市線 市ヶ尾駅  

代表連絡先 TEL 045-530-3939    FAX  045-974-0704   

団体概要 

受入要項 

NPO法人 ピッピ・親子サポートネット 

  目の前のひとりひとりの「困った」に寄り添うことから始まる 

短期 子育て・介護・障がい支援・学齢期の子どもの居場所 



  

 

活
動
背
景
・
目
的 

人が生活をしていく上で、自然環境からは様々な恩恵を受けています。同時にそれは、自然環境が無いと

人間が生活できなくなるということも意味しています。しかし、近年横浜市内の緑地は減少しており、人

と自然とのふれあいの場も減ってきました。 

その中で、自然環境の動植物とのふれあいを通じて、自然の大切さを普及することを目的に 1986 年に環

境庁（当時）・神奈川県・横浜市の 3者によって横浜自然観察の森は設置されました。 

横浜市環境創造局の管轄のもと、（公財）日本野鳥の会が指定管理者として、ボランティアグループ横浜

自然観察の森友の会と協力しながら運営をおこなっています。 

事
業
内
容 

野生の動植物と人のにぎわいのある森を目指し、環境教育・環境調査・環境管理の 3本を柱として運営を

おこなっています。 

環境教育：一般向けの自然体験イベントの開催や自然保護の人材育成、自然に対するマナー普及 

環境調査：自然を対象にした長い期間の変化を捉えるための継続的な調査や管理の影響調査、人を対象と

した利用者数調査などを実施 

環境管理：野生の生き物が暮らしやすい場所づくりや来園者に安心して利用いただくための管理 

イ
ン
タ
0
ン
活

動
内
容 

自然を守り、その魅力や大切さを伝える「レンジャー」の仕事の一部を体験していただきます。 

・業務内容 

 教育イベント補助（小道具つくり、当日補助など）、カウンター業務 

 野外管理作業（看板設置、草刈など）、環境調査補助（調査データ整理など） 
   

受入人数 1 人 

面接可能日 6/30 7/1 2 3 

通勤手段 公共交通機関のみ   

学生への 

要望・要件 

など 

自然の中での仕事に興味がある方、自然の事を学び・伝え・守ることに興味がある方 

窓口担当者 奴賀俊光（ヌカトシミツ） 

連絡先 nuka-t@wbsj.org 
  

  

代表者 掛下 尚一郎 会員数 レンジャーの人員数 7名 

ホームページ http://www.wbsj.org/sanctuary/yokohama/ 

団体所在地  〒247-0013 横浜市栄区上郷町 1562-1  

最寄り駅 金沢八景駅または大船駅から神奈中バス「横浜霊園前」下車徒歩 7分 

代表連絡先 TEL: 045-894-7474／ FAX:045-894-8892  

団体概要 

受入要項 

公益財団法人日本野鳥の会 

横浜自然観察の森 
いきもののにぎわいのある森 

短期 環境保全（教育・調査・管理） 事務 企画参加 対人対応 
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活
動
背
景
・
目
的 

・気候変動・地球温暖化が進んでいます。その結果、集中豪雨や大型台風が増えたり、夏の熱中症患者

が増えたり、桜の開花時期の早まりなど様々な生き物にも影響を与えています。原因は我々の生活の

中から出る、二酸化炭素をはじめとした温室効果ガスが大気中に増加しているためです。 

・気候変動・地球温暖化を防止し、未来にわたって、暮らしやすく、生き生きと生活できる社会、持続

可能な豊かな社会を作ることを目指しています。 

事
業
内
容 

・多くの市民団体、事業者、学校、行政と連携しながら、川崎市内の環境保全、地球温暖化対策の活動

を推進するとともに、環境分野・まちづくり分野の人材育成、活動支援を行っています。 

・「川崎市地球温暖化防止活動推進センター」の企画運営、活動拠点「ＣＣかわさき交流コーナー」の運

営、「地球温暖化防止の相談業務」、「活動ネットワークの連携強化」、「市民活動支援」など。 

・国連の持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）の普及啓発、推進。 

イ
ン
タ
0
ン
活
動
内
容 

＜短期＞ ＊詳細は本人と調整の上、決定します。 

・ＣＣかわさき交流コーナーの展示内容の企画・制作、企業・市民団体の取材・広報など 

 特に、ウイルス感染症対策と地球温暖化防止、気候変動対策を関連付けた内容 

・若者、学生とのネットワーク作り、集いの「場」作り 

 グローバル気候マーチの企画、広報、実施、仲間作り 

   

受入人数 ２～３人 

面接可能日 ６月２２日（月）～７月３日（金）で調整します。希望日を教えてください。 

通勤手段 ■公的交通機関のみ □自家用車・バイク可     □いずれも可 

学生への 

要望・要件 

など 

・環境、気候変動・地球温暖化に関することに興味がある方 

・市民団体・ＮＰＯ、企業、行政の様々な取り組みに興味あり、つながりを持ちたい方 

・学生、若者とのネットワーク作り、仲間作り 

窓口担当者 竹井斎（たけい ひとし） 

連絡先 TEL:070-6574-3001  ／ E-mail:takei@kwccca.com 
  

  

代表者 竹井斎 会員数 ３０名 

ホームページ http://actkawasaki.com/ 、センター（http://www.cckawasaki.jp/kwccca/） 

団体所在地 〒213-0001 川崎市高津区溝口 1-4-1 ノクティ 2 11 階 高津市民館内 

最寄り駅 JR 南武線・武蔵溝ノ口駅北口、東急田園都市線・溝の口駅東口から、徒歩３分 

代表連絡先 TEL:044-813-1313、070-6574-3001  ／ E-mail:takei@kwccca.com  

団体概要 

受入要項 

認定ＮＰＯ法人アクト川崎 
未来の子どもたちのために、今できることをやっていこう 

環境・市民活動支援 企画立案 短期 
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企画参加 



  

 

活
動
背
景
・
目
的 

①患者・家族滞在施設「リラのいえ」運営事業  

 神奈川県立こども医療センターに入院する子どもの家族は、面会時間が限られており病室に泊まる事ができな

い。そのため、家族の為の滞在施設の必要性が訴えられるようになり、2005年に設立準備委員会を立ち上げた。

県から土地の無償提供を受け、建築費を全額募金で集め2008年に「リラのいえ」を設立した。ボランティアの協力

により安価で滞在できるだけでなく、闘病する家族同士が交流し支え合える場としての役割も担っている。 

②きょうだい児預かり保育事業 

 病気の子どもの兄弟・姉妹は「きょうだい児」と呼ばれる。闘病中の家族は、患者である子どもにかかりきりになり

がちで、きょうだい児は不安やさみしい気持ちを抱えている。親が面会や診療に付き添う間、きょうだいは感染防

止のため病室や診療室に入ることができない。そのため、「リラのいえ」で、入通院する子どものきょうだいを預か

り保育を行っている。昨年より、支援の重要性を周知するため、「きょうだい児支援研修会」を開催している。 

③重症心身障がい児への音楽支援活動 

 呼吸器の装着や痰の吸引など医療的ケアを必要とする子どもは、家族で外出する事が難しい。家族全員で生の

音楽を楽しめる機会として、こども医療センター重心病棟等にピアニストが出向きグランドピアノを演奏する。ま

た、毎年夏休みには県内の特別支援学校に通う子どもとその家族を招待する音楽コンサート「地域がささえるふ

れあいコンサート」を横浜ラポール(障害者スポーツ文化センター)で開催する。 

事
業
内
容 

遠方からこども医療センターに入院する家族の経済的・精神的負担を軽減するため、滞在施設を運営する。病院

から徒歩 5分のため交通費がかからず、ボランティアが管理運営に関わることで、1泊 1,500円で宿泊することがで

きる。きょうだい児保育は、一般の保育園と違い一時的な預かりのため、慣れない上にきょうだいの闘病により変

化する環境に不安を抱える子ども達が多いが、保育士がひとりひとりに寄り添ってのびのびと遊ばせる事により精

神的な安定に繋がっている。チャリティーコンサート・研修会・バザーの開催、会報誌の発行などによる広報活動

で、病気や障害のある子どもと家族の療養環境や、支援の重要性を広く社会に発信する。 

イ
ン
タ
0

ン
活
動
内

容 

・「リラのいえ」でのボランティアによる滞在施設管理業務(入退室準備・電話応対・清掃など)の手伝い。 

・神奈川県立こども医療センター、併設する南養護学校を見学し、小児医療の現場に触れ、滞在者の置

かれている状況を理解する。・きょうだい児預かり保育の補佐。さみしい思いを抱える患児のきょうだ

い達をサポートする。    

受入人数 ２名くらい 

面接可能日 面接期間 6/23-6/25.26.29.7/1 など 

通勤手段 公共交通機関（ＪＲ・京急・バス）        

学生への 

要望・要件 

など 

9時から18時までの中で3時間以上(なるべく9時～15時までの実習が中心になるようにスケジ

ュールを組んで下さい。)  
上履き（スリッパ）持参、掃除等を行うための動きやすい、汚れても大丈夫な服装で。 

窓口担当者 事務局 宇田 永治 

連絡先 TEL/FAX 045-824-6014 / E-mail lilanoie@lilac.plala.or.jp   
  

代表者 理事長 松尾 忠雄 会員数 187 名 

ホームページ http//www.smileofkids.jp 

団体所在地 〒232-0066 神奈川県横浜市南区六ツ川４丁目１１２４－２リラのいえ 

最寄り駅 最寄り駅①東戸塚駅東口バス１２分 ②弘明寺駅弘明寺口バス１２分 徒歩３分 

代表連絡先 045-824-6014  

団体概要 

受入要項 

認定特定非営利活動法人スマイルオブキッズ 

愛する子ども達のために 

短期 難病や障がいがある子どもたちの支援 
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活
動
背
景
・
目
的 

誰も暮らしやすい地域社会をつくるために地域の人々が日々の暮らしの中で気が付いた問題を持ち寄り

語り合い、経験や情報を共有する場をつくる事を目的とする。また市民が有用な情報を入手し読み解く力

をつけ、自らが問題解決の手法を獲得し主体的に問題を解決していくことを目指しその活動を応援する。

以上を志し、『NPO 法人ぐらすかわさき』が設立されました。 

現在、①地域の人々の居場所、活動拠点 ②障害のある方の居場所 ③子どもをめぐる地域の繋がりの

促進 等を中心に活動しています。 

事
業
内
容 

・「メサ・グランデ」の運営 

 地域活動支援センター 

 八百屋（川崎野菜の販売） 

 コミュニティーカフェ 

地域食堂「めさみーる＋」の開催（毎月第 3木曜日） 

レンタルキッチン こみ 

イ
ン
タ
0
ン
活
動
内
容 

・「メサ・グランデ」での事業に参加お願いします。 

カフェでの調理補助、配膳、接客、掃除、居場所づくり等 

届いた野菜のディスプレイ、販売、接客やファーマーズマーケット（隔月）、縁農への参加など 

地域食堂「めさみーる＋」にボランティアとして参加し、調理補助、配膳、接客、清掃、居場所づくり等 

地域活動支援センターの利用者さんとの交流（昼ごはんづくり、カフェや事務の作業の補助・話し相手） 

   

受入人数 ２人 

面接可能日 平日午後３時～５時 

通勤手段 公的交通機関のみ   

学生への 

要望・要件 

など 

・「食」と「農」と「人がつながる」コニュニティーカフェに興味のある方 

・居場所作りに興味のある方・地域とのつながりに興味のある方 

・地域活動支援センター（障害のある方々の日中の居場所）に関心のある方（料理や事務、清掃など

の作業を通して接点をもち、かかわりを通して思慮を深めてほしい） 

窓口担当者 前田 瑞穂 

連絡先 Tel：044-872-9795 fax：044-872-9327 mail：tachib@grassk.org 
  

  

代表者 小林寛志 会員数 約 120 名 

ホームページ http://mesa-grande.blogspot.com/ 

団体所在地 〒211-0044 神奈川県川崎市中原区新城 5-2-13 プリマ SK 武蔵新城 1階 

最寄り駅 JR 南武線 武蔵新城 

代表連絡先 044-872-9795  

団体概要 

受入要項 

短期 コミュニティーカフェ 販売接客

 

対人対応 市民活動支援 福 祉

 

NPO 法人ぐらす・かわさき 

地域活動支援センター「メサ・グランデ」 
川崎市中原区にて「農」や「食」を通じた地域コミュニティづくり。 
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活
動
背
景
・
目
的 

 【ヨコハマホステルヴィレッジとは？】 

ホステルの所在地はかつてドヤ街と呼ばれた寿町にあります。ドヤ街と聞くと危ないと想像する方もいま

すが、現在では昔と違いお年寄りの街に変わっています。そんな寿町を元気にする為、埋もれた資源であ

る空き部屋を活用して街全体をひとつの宿に見立てる取り組みとして2005年よりヨコハマホステルヴィレ

ッジを運営しています。海外からのバックパッカーや日本全国からお客様が来ることで、新しい人の流れ

ができ、街に新たなイメージが生み出されます。そんなヨコハマホステルヴィレッジは横浜で 1 番古いゲ

ストハウスです。綺麗なゲストハウスはたくさんありますが、来るだけで街づくりプロジェクトの一員に

なれるのはここだけです。  

事
業
内
容 

・ホステル・ゲストハウス運営 

・シャッター商店街の活性化と、空き家の有効活用を目的とした空き家バンクの運営、 

・築 60 年の古民家アパートをリノベーションして、一階をシェアカフェ、二階をシェアハウスとして

運営。 

・レンタルスペースかどべや 

慶應大学と連携し、キャンパスの外で学生達が学べる場として立ち上げられました。 

イ
ン
タ
0
ン
活

動
内
容 

・世界中からいらっしゃるお客様対応 

・ホステル業務（清掃・チェックイン・フロント雰囲気づくりなど） 

・イベントの企画・運営（月に 2回ほどパーティーやイベントを開催しています。） 

       
 

 

受入人数 最大 6人 

面接可能日  応相談 

通勤手段  公共交通機関   

学生への 

要望・要件 

など 

・お客様と積極的にコミュニケーションを取れる方 

・街づくりに関心のある方 

 

窓口担当者 齊藤 一樹 

連絡先 saito@koto-lab.com 
  

  

代表者 岡部友彦 会員数 10名 

ホームページ http://yokohama.hostelvillage.com/sm/ 

所在地  〒231-0025 横浜市中区松影町 3-11-2三和ビル 1F 

最寄り駅 ＪＲ石川町駅 徒歩 5分 

連絡先 TEL：045-663-3696 ／ FAX：045－663-3696  

団体概要 

受入要項 

ホステル業務 対人対応 短期 

コトラボ合同会社            

「マチづくり」を、「モノづくり」ではなく、「コトづくり」からはじめる会社 
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  大倉山おへそ 

「O(大倉山の)H(人と)E(縁を)SO（ソーシャルで結ぶ）」 

ESO 

  

 

活
動
背
景
・
目
的 

・地域住民の暮らしが豊かになるような“つながり”を生み、地域で“何かしたい”と思っている人の一

歩の後押しとして、「好き」と「得意」を活かせる街づくりを目指しています。 

・ＳＮＳで情報を簡単に入手できるようになっていますが、商店街に面したスペースを活かして対面や掲

示物等で、子育て世代からシニア世代までの地域密着のリアルな情報を届けています。 

・将来の社会の担い手となる地域の子ども達に、地域や商店街への愛着を持ってもらえるようワークショ

ップやイベント、キッズ新聞作りを開催しています。また昨年度は、地元小学校の授業を通して、子ども

達とともにまちづくりの活動を行いました。 

事
業
内
容 

・レンタルスペースの運営、地域の情報発信、地域住民のハンドメイド作品販売、エルム通り商店街の

無料休憩所の運営、コワーキングスペース、地域のなんでも相談 etc。 

・エルム通り商店街ホームページ制作（取材活動等継続中） 

・大倉山振興組合（エルム通り商店会・レモン通り商店会）の年間イベントの企画・運営 

  ➡大倉山ハロウィン、大倉山梅祭り、他。(年度による、) 

・子ども向けイベントの実施➡令和元年度は夕涼み商店街、地域小学校との連携、ハロウィンイベント 

イ
ン
タ
0
ン 

活
動
内
容 

・大倉山おへそのお店番（来客の対応やレンタルスペースの対応など） 

・地域の小学校の授業受け入れ対応(授業の一環のまちたんけん等) 

・エルム通り商店街ホームページの取材・制作のお手伝い 

・年間イベントの企画運営（時期的に、ハロウィンの事前準備等） 

・ほか、やってみたい企画があれば！(※新型コロナの状況により、行事の一部中止の可能性有り。) 

   

受入人数 3 名まで 

面接可能日 
可能であれば、金曜日 10：00～16：00の面接を希望ですが、毎週㈬以外は調整可能です。 

（※現在休館中。再開は未定で、新型コロナの状況によります。2020/4/28 現在） 

通勤手段 公共交通機関   

学生への 

要望・要件など 

地域交流の場作りやイベント運営に興味のある方／情報発信に興味のある方／色んな人と関

わってみたい方／物事に前向きに取り組める方 ★都合上 8月盆明けの受入れとなります。 

窓口担当者 小松由希子 小澤麻美 

連絡先 info.oheso@gmail.com  
  

  

代表者 小松由希子・小澤麻美 会員数 8 名 

ホームページ https://www.ok-oheso.com/ 

団体所在地 横浜市港北区大倉山 2-5-11 

最寄り駅 東急東横線大倉山駅 徒歩 3 分 

代表連絡先 info.oheso@gmail.com  

団体概要 

受入要項 

短期 まちづくり コミュニティスペース 
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活
動
背
景
・ 

目
的 

今、子育てをめぐるさまざまな問題は、当事者である親だけが頑張っても解決できないところまできて

います。子育てが、大家族・隣近所・親戚などたくさんの人の見守りの中で育まれてきた時代と違って 

現在は意図的に社会で支える仕組みが必要です。そのひとつの試みが「ひろば型」子育て支援です。 

私たちは、横浜市港北区で「地域で共に育ち合う子育て環境づくり」を目指して活動しています。 

事
業
内
容 

「地域で共に育ち合う子育て環境づくり」を目指して、港北区内での３拠点（親と子のつどいの広場「お

やこの広場びーのびーの」、港北区地域子育て支援拠点「どろっぷ」「どろっぷサテライト」の運営を中心

に、その他以下の事業を展開しています。 

１．認可保育所「ちいさなたね保育園」２．グループ預かり事業 ３．出版・制作・企画事業（『びーの

びーの幼稚園・認定こども園・保育園ガイド』、各種チラシ、パンフレットの制作、イベント企画など）

４．インターネット事業（ウェブサイトの編集・制作・運営、ブログ記事制作など）５．事務請負・コン

サルティング事業（子育てタクシー、子どもと保育総合研究所事務局など）６．地域福祉交流スペース

（多世代交流）「COCO しのはら」運営 ７．横浜市産前産後ヘルパー派遣事業 ８．人材育成（学生イン

ターン、実習受入など）９．子育て支援スペース「COCO ひよし」運営 

イ
ン
タ
0
ン
活
動
内
容 

【活動場所】※2020 年 4 月 30 日現在、交流機能休止のため、休止解除になった場合のみ活動可能。 

１．親と子のつどいの広場「おやこの広場びーのびーの」 

２．港北区地域子育て支援拠点どろっぷ ３．港北区地域子育て支援拠点どろっぷサテライト 

【活動内容】 

・活動場所や他の港北区内の子育て支援施設での子ども・保護者・子育て支援関係者との交流及び 

サポート（遊ぶ、話を聞く、共に食事をとる、世話をする等） 

・利用者、ボランティア、スタッフとのミーティングに参加して相互理解を深める。 

 ・自分の得意・関心のあるプログラム・企画に参加。その後、活動への提案・展開する。（例：季節の 

行事や遊びの企画等） 

・共に活動する学生ボランティアのリーダーとして、ひろば内外での活動へのアドバイスやサポートを 

する。  

・活動記録を書く。（活動日毎に活動目標を定め、活動成果・反省等を記録し、スタッフと話すことで 

次の活動へ繋げ自信をつけていきましょう。）    

受入人数 短期：３人  

面接可能日 月～金（9：30～17：00）※応相談 

通勤手段 ■公的交通機関のみ □自家用車・バイク可     □いずれも可 

学生への 

要望・要件 

など 

・ＨＰ等で事前に事業内容を確認願います。 

・活動時間上記１．9:30～16:00 上記２．３．9:00～17:00  

※可能な限り終日活動していただける方。時間応相談。 

・事前に活動予定日を決め、予定が変更になった際は必ず連絡する。 

窓口担当者 地域 remix 石原里美 

連絡先 TEL: 045-877-2156／ E-mail: kikaku@bi-no.org 
  

  

代表者 奥山 千鶴子 会員数 正会員  １２４名・準会員（団体含）  １７名 

ホームページ http://www.bi-no.org 

団体所在地 横浜市港北区大倉山 2－7－47 シャトレ大倉山 103 

最寄り駅 東急東横線 大倉山駅 

代表連絡先 TEL: 045-540-7422／ FAX:045-883-7619  

団体概要 

受入要項 

認定 NPO法人 びーのびーの(地域子育て支援施設運営団体) 
地域で共に育ち合う子育て環境づくりを目指して 

子育て支援 対人対応 
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短期 



  

 

活
動
背
景
・
目
的 

NPO 法人さくらザウルスは 2004 年から横浜市南区を中心とした地域で「豊かな支え合いの中で子育て・

子育ちができる環境づくり」を目指して、乳幼児親子の居場所づくりを中心とした活動を行っています。 

スタッフが“ようこそ”の気持ちで迎え入れ、子どもにとっても親にとっても、さまざまな人との出会

いの場、育てあいの場、それぞれが力を発揮できる場であることを大切にしています。 

事
業
内
容 

現在、親と子のつどいの広場「さくらザウルス蒔田ひろば」「さくらザウルス六ツ川ひろば」を開設し、

以下に取り組んでいます。 

 1.乳幼児親子の交流・集いの場の提供 ／ 2.子育てに関する相談・援助の実施 ／ 

 3.子育て関連情報の提供 ／ 4.子育てに関する学習機会の提供 ／ 

 5.子育て支援に関する人材養成やネットワーク作り 

2012 年度から南区地域子育て支援拠点はぐはぐの樹を運営し、南区と協働で地域の子育て支援の充実に

取り組んでいます。 

2020 年 4月には「子育てひろば さくらザウルス別所ひろば」がスタートしました。 

イ
ン
タ
0
ン
活
動
内
容 

主に六ツ川ひろばでの運営のお手伝い。その他、はぐはぐの樹・蒔田ひろば・別所ひろばにて見学または

お手伝い。 

 開館準備（掃除）、親子の見守り、プログラム実施補助、片づけなど。 

その他、以下のような作業があります。 

 広報誌取材補助・印刷・発送作業、チャリティショップ寄付品仕分け・陳列作業 など 

   

受入人数 ３名 

面接可能日 6/22・6/23・6/24・6/25・6/26・6/29・6/30・7/1・7/2・7/3 

通勤手段 ■公的交通機関のみ □自家用車・バイク可     □いずれも可 

学生への 

要望・要件 

など 

ひろばの見守りでは、お子さんの安全を見守りながら一緒に遊び、保護者とは「話を聴く」こと

に意識をして、積極的に親子に関わるように心掛けてください。 

窓口担当者 六ツ川ひろば施設長 三留 美穂子  

連絡先 TEL: 090-5527-1663  ／ E-mail:mutukawahiroba@sakurazaurusu.jp 
  

  

代表者 理事長  横田 美和子  会員数 50 名 

ホームページ http://www.sakurazaurusu.jp/ 

団体所在地 〒２３２－００４４ 横浜市南区榎町１－１－５ フレア吉原１階 

最寄り駅 横浜市営地下鉄 蒔田駅 徒歩８分 

代表連絡先 TEL:045-711-4666 ／ FAX:045-711-2665  

団体概要 

受入要項 

NPO 法人 さくらザウルス(地域子育て支援施設運営団体) 
共に支え合う子育て環境をめざして 

 

子育て支援 企画参加

 

対人対応 短期 長期 
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活
動
背
景
・
目
的 

グリーンママは、地域で子育てをしている者たちが、自分たちの育児に必要なものを、自分たちで考え、

自分たちの手でつくりあげていこうと、緑区を中心に活動しているＮＰＯ法人です。 

「いっしょに子育て、いっしょに成長」を運営理念に、みんなで地域の子育てを見守っていけたらと活

動しています。 

事
業
内
容 

・「緑区地域子育て支援拠点いっぽ」、「みどりっこ親子の居場所はなまる」の運営を通した子育て支援 

・緑区の子育て情報サイト「みどりっこひろば」情報更新、緑区内保育園地域開放事業の情報紙「みど

りっこカレンダー」編集 など 

イ
ン
タ
0
ン
活
動
内
容 

緑区地域子育て支援拠点いっぽ（JR 横浜線十日市場）のひろばに、来所している親子の対応をしてもら

います。子どもの遊び相手になったり、親の話し相手になったりして、子育て中の親の負担軽減につな

げてください。また、子どもにとって、いろいろな世代の人とふれあいことは刺激となり、育ちにつな

がります。交流の場であることを意識しながら活動してください。 

【一日の流れ】 9:15 ～10:00 ミーティング、清掃等開所準備 

10:00～16:00 ひろばにて親子と交流、読み聞かせ・手遊び等 (休憩 1時間) 

16:00～17:15 清掃、振り返り、報告用紙記入 

  ・日にちによっては、プログラムの準備や進行等手伝い、見守り保育などあります。 

 ・通信の発送等事務作業をお願いする場合もあります。 

・夏休み期間中、中学生や高校生のボランティアと一緒に活動してもらう場合もあります。 
   

受入人数 １～２名 

面接可能日 （原則）火曜日～土曜日 10:00～16:00 

通勤手段 ■公的交通機関のみ □自家用車・バイク可     □いずれも可 

学生への 

要望・要件 

など 

子どもが好きな人、大人とおしゃべりすることが好きな人、大歓迎です。親子が自由に過ごす中

に入って交流してもらうので、自分から声をかけたり動いたりができるとよいです。また、親子

の前で絵本の読み聞かせや簡単な手遊びなど行ってもうらこともあります。 

窓口担当者 施設長 松浦 千恵 

連絡先 TEL: 045-989-5850／ E-mail: kosodate@midori-ippo.com 
  

  

代表者 松浦千恵  会員数 45 名 

ホームページ www.midori-ippo.com 

団体所在地 横浜市緑区十日市場町８１７－８ 緑区地域子育て支援拠点いっぽ 

最寄り駅 ＪＲ横浜線十日市場 徒歩 3分    

代表連絡先 TEL:045-989-5850 ／ FAX:045-989-5851／ E-mail: kosodate@midori-ippo.com  

団体概要 

受入要項 

NPO法人 グリーンママ(地域子育て支援施設運営団体) 

一歩一歩ゆっくり子育て 

子育て支援 企画参加

 

対人対応 短期 
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活
動
背
景
・
目
的 

1998年に設置された外国籍県民かながわ会議第1期最終提言に外国籍住民への入居差別や言葉や生活習

慣などの違いが原因で起きるトラブルを解消の必要性について盛り込まれた。神奈川県はこれを受け、

県内の自治体、国際交流団体、外国籍住民支援を行っている NGO、民族団体、不動産業者団体などと連携

し神奈川外国人居住支援制度を実施した。この制度を実践し、また神奈川県の多文化共生社会実現のた

めに 2001 年に設置された。 

事
業
内
容 

1.外国籍市民の民間賃貸住宅への入居サポート、トラブル解消のためのサポート。 

2.公営住宅入居に対しての支援と相談業務。 

3.生活、福祉など様々な相談、寄り添い支援。（司法書士の支援を受け法律相談も行っている。） 

4.翻訳・通訳 

イ
ン
タ
0
ン
活
動
内
容 

 

① かながわ外国人すまいサポートセンターの成り立ちのオリエンテーション 

② 相談業務の内容と注意の説明、相談業務の見学 

③ ケーススタディ（事例を通しての学び） 

④ 各国語（英語・中国語・スペイン語・ポルトガル語・コリア語 等）の書類整理 

⑤ YMCA 内及び外部においての研修、講演などへの参加 
   

受入人数  １～３人 

面接可能日 
基本的には水曜日（6/24、7/1、7/8、7/15、7/22）、難しいようなら応相談 

通勤手段 ■公的交通機関のみ □自家用車・バイク可     □いずれも可 

学生への 

要望・要件 

など 

外国籍住民の生活の実情を通して、日本社会の現実を感じてもらえればと思います。 

窓口担当者 事務局 柳 晴実（リュ チョンシル） 

連絡先 TEL: ０４５－２２８－１７５２    ／ E-mail: sumai.sc@sumasen.com 
  

  

代表者 裵 安 （ペイ アン） 会員数  85名 

ホームページ http://sumasen.com 

団体所在地 横浜市中区常盤町１－７ 横浜 YMCA 2階 

最寄り駅 
JR 京浜東北線 関内駅南口 徒歩 5分   

市営地下鉄ブルーライン 関内駅出口 1番 徒歩 5分 

代表連絡先 ０４５－２２８－１７５２  

団体概要 

受入要項 

NPO 法人 かながわ外国人すまいサポートセンター 
共に生きる地域をめざそう。 

外国人支援 対人対応 短期 
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長期 事務 



  

 

活
動
背
景
・
目
的 

私たちの暮らしが地球の限りある資源を大量に消費し、不公正な社会を生み出していることに対して、

「公正な地球社会」を創っていきたいと考えた神奈川県の女性たちが、世界で起きている環境破壊・貧困

の解決にむけて、気づき、考え、行動していく市民をひろげる活動に取り組んでいます。 

事
業
内
容 

物品寄付とボランティア参加で運営するリユース・リサイクルショップ「WE ショップ」を拠点に、主に

以下のような活動を進めています。 

・リユース・リサイクルのしくみづくり 

・アジアの人びとを中心とした民際協力・ネットワークづくり（フィリピン） 

・世界の環境・貧困・人権などの問題の現状・解決に向けた情報の発信・広報 

・3R、鉱物資源の開発、地域平和、多文化共生などの問題解決にむけた調査・提言 

イ
ン
タ
0
ン
活
動
内
容 

短
期 

地域の多様な世代のボランティアとの交流を通じて、地域づくりや市民同士の交流による環境や民 

際協力を考える機会とする。具体的には、チャリティショップ「WE ショップ」での接客・販売、 

講座への参加（時期があえば）、またインターン活動の様子を WE21 ジャパンの SNS に投稿し若い世 

代に活動を伝える。 

具体例： 

・WE ショップでの運営補助(接客販売、寄付品仕分け・値付け)（神奈川県内各地） 

・環境や貧困問題を学ぶ講座への参加（時期があえば） 

・寄付衣類や雑貨を保管・リユースする拠点「エコものセンター」倉庫での作業体験（綾瀬市） 

・SNS（フェイスブック、インスタグラム）での広報 

   

受入人数 応相談 

面接可能日 6/27-28以外なら可能 

通勤手段 ■公的交通機関のみ □自家用車・バイク可     □いずれも可 

学生への 

要望・要件 

など 

多様な世代の人たちと関わりたい方、積極的にインターン活動に関われる方、地域の拠点づくり

に関心がある方、市民による身近な国際協力に関心のある方など歓迎します。 

窓口担当者 小池絢子 

連絡先 TEL:045-264-9390 ／ E-mail:shien@we21japan.org 
  

  

代表者 海田 祐子（かいだ ゆうこ） 会員数 142名（個人、団体、賛助会員含む） 

ホームページ http://www.we21japan.org/ 

団体所在地 〒221-0023 横浜市中区山下町 70 土居ビル 6 階 

最寄り駅 JR・横浜市営地下鉄関内駅南口より徒歩 7分、みなとみらい線日本大通り駅より徒歩 1 分 

代表連絡先 TEL:045-264-9390 ／ FAX:045-264-9391  

NPO 法人 WE21 ジャパン 
環境×貧困×人権「世界とのつながり」を考え・行動する人を地域にひろげる NGO 

団体概要 

受入要項 

リサイクル 国際交流 販売 企画立案 広報 短期 

−18− 
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活
動
背
景
・
目
的 

アジアの途上地域の子ども達が一人でも多く教育を受け、幸せで明るい未来を自ら切り開けるよう、タ

イ、ミャンマー、インドで少数民族と農村部の子ども達と女性たちの教育と健康、自立のための支援活

動を行っています。そして彼らから学ぶ“共に支え合う思いやりの心”を通して、私たち自身も自分の

足元を見つめ直し、本当の豊かさを取り戻すことができるよう、相互に地球市民社会の実現を目指して

います。 

事
業

内
容 

タイ、ミャンマーの少数民族の子ども達の教育支援を通した地域コミュニティの自立支援を行っています。 

国内においては、国際理解講座や相手を尊重できる真のグローバル人材育成のためのボランティア・インターン制

度、フェアトレード品の販売のためのイベント出展、災害緊急復興支援なども行っています。 

イ
ン
タ
0
ン
活
動
内
容 

「人の役に立つことでしか得られない喜びと学びがあります！」 
【ボランティア活動日時】事務局：水、土の 11:00～17:00、イベント：土、日の 9:00～17:00（イベント 
により異なる） 

■オリエンテーション 
・自己紹介、団体概要、活動紹介、規約・活動内容等説明、途上地域の現状・国際協力レクチャー 
■イベントボランティア（フェアトレード品の販売、管理） 
・国際協力系のイベントや地域のお祭、教会やお寺でのイベントなどチャリティバザーの設営や運営 
・アジアのハンディクラフトやストリートチルドレン、農村女性制作のフェアトレード品の管理や販売 
■事務局ボランティア（誰でもできる簡単な軽作業からスタッフ級のワークまで） 
・フェアトレード品の整理、値付け、管理ほか 
・支援物資の整理、ニュースレターの編集や発送などの作業、簡単な通訳や翻訳、情報の整理 
・国際協力活動に関するプロジェクトの企画・運営のサポートや報告書の作成 
・コンピューター( ワード・エクセル･パワーポイント )を使った作業などオフィスワーク全般 
・インターネットや SNSの活用、紙媒体での当会事業の広報活動 
■振り返りミーティング 
・インターン修了証授与、振り返りシート記入提出    

受入人数 2 名   

面接可能日 面接期間 6/23（火）、24（水）、26（金）、30（火）、7/1（水）、3（金）の 15:00～18:00 の間 

通勤手段 ■公的交通機関のみ □自家用車・バイク可 □いずれも可 

学生への 

要望・要件 

など 

「あなたの行動（ACT)が世界を変える！」できることから楽しく始めてみませんか？ 

やる気のある方ならどなたでも。特に国際協力に興味のある方、将来国際協力機関への就職を考

えている方はぜひご参加ください。心よりご参加お待ちしています。 

窓口担当者 伊吾田善行（いごたよしゆき） 

連絡先 TEL:080-2392-6346／ E-mail:igota@tpak.org 
  

  

代表者 伊吾田善行 会員数 700名 

ホームページ http://www.tpak.org/   Facebook：https://www.facebook.com/tpak.org 

団体所在地 〒247-0007横浜市栄区小菅ヶ谷 1-2-1 地球市民かながわプラザ 1階 NPOなどのための事務室内 

最寄り駅 JR本郷台駅より徒歩 3分 ホームページ参照 

代表連絡先 TEL: 080-2392-6346   

受入要項 

NPO 法人 地球市民 ACTかながわ/TPAK 
「半径 3ｍからの国際協力」 まずは身近にいる人に思いやりを！ 

国際協力 

団体概要 

企画参加

 

広報 対人対応 事務 販売

 

企画立案

きか 

短期 長期 



  

 

活
動
背
景
・
目
的 

世界中の貧困や紛争、災害等で困窮している人たちへの支援活動を行っている横浜や神奈川県内の国際

協力ＮＧＯが、連携してお互いの能力を高め、国際協力活動を促進しようと 2001 年に設立しました。国

際協力分野の中間支援組織として、SDGｓの推進、国際協力の理解促進、地域ＮＧＯの課題解決、情報提

供と共有、課題別ネットワークによる連携、政策提言、地域相談業務などを行います。また、ＪＩＣＡ、

自治体、外務省、大学、他分野のＮＰＯ、企業などとの連携を図ります。 

事
業
内
容 

・よこはま国際協力・国際交流プラットフォーム （よこはまＣプラット） 

- 「よこはま国際フェスタ 2020」「よこはま国際フォーラム 2021」の開催事務局 

・地域／企業との連携構築  ・国際復興支援ネットワークかながわ  ・アドボカシー 

・ＳＤＧｓよこはまリンク（SDGs の地域ネットワーク推進） ・国際協力の理解促進と情報発信 

・人材育成 - e-vo（イーボ：国際協力ボランティア）・インターンシップ・人材育成研修・講座開催 

・相談業務 - 国際協力地域相談（キャリア相談、ボランティア相談、団体運営相談など） 

イ
ン
タ
0
ン
活
動
内
容 

 

短
期 

・国際協力についての理解を深める活動 

 例)「よこはま国際フェスタ 2020」の企画運営、コーディネイト （来場者約 6万人） 

*イベント創りの活動をに創造的に取り組んでいただきます。 

・インターンの個別ニーズに沿った個別プログラム（*応相談） 

 例)地域連携調査：インターンの関心地域(居住地など)・関心テーマのＮＧＯ活動についての調査など 

・ 国際協力機関、ＮＧＯ、行政、企業、学校との連携場面への同行および会議参加  

長
期 

上記に加えて、SDGs よこはまリンク、NGO 組織強化研修、よこはま国際フォーラム 2021 などの企

画運営の責任あるポジションで力を発揮していただきます。 
   

受入人数 短期：2名 長期：1名 

面接可能日 6/22～7/3  日時については応相談 

通勤手段 ■公的交通機関のみ □自家用車・バイク可     □いずれも可 

学生への 

要望・要件 

など 

国際協力や SDGs に関心があり、国際協力や NGOについての知見を深めたい人。誰とでも協調し

ながら活動できる人 

窓口担当者 小俣典之 

連絡先 TEL:045-662-6350／ E-mail: omata@ynn-ngo.org 
  

  

代表者 小野行雄 会員数 20 団体（正会員） 

ホームページ http://ynn-ngo.org 

団体所在地 〒231-0001 横浜市中区新港 2－3－1 

最寄り駅 JR 桜木町駅徒歩 15分 みなとみらい線馬車道駅徒歩 7分 

代表連絡先 TEL: 045-662-6350  

団体概要 

受入要項 

NPO 法人 横浜 NGOネットワーク 

みんな集まる心がつながる。横浜・神奈川から世界へ 地域から世界につながる 

国際協力 企画参加

 

対人対応 営業 企画立案

加

 

広報 短期 

−20− 



   
ロゴ 

 

活
動
背
景
・
目
的 

アートの力を現代社会に活かすというミッションのもと、小劇場「ＳＴスポット」の運営と地域連携事業

部の活動を通して、芸術文化と地域社会の新鮮で豊かな環境づくりを目指しています。 

事
業
内
容 

【施設運営事業】小劇場・ＳＴスポットを中心とした芸術文化施設の運営管理。 

【創造発信事業】舞台芸術を中心としたアートプロジェクトの創造発信。 

【教育普及事業】横浜市芸術文化教育プラットフォーム事務局の運営など、舞台芸術を中心としたアウト

リーチや教育普及。 

【交流促進事業】ヨコハマアートサイト事務局の運営など、舞台芸術を中心とした交流促進。 

イ
ン
タ
0
ン
活
動
内
容 

今回は、地域と芸術文化をつなぐ地域連携事業部でのインターンを募集します。 

・横浜市内での芸術文化活動の現場を体験・取材。 

・福祉施設や学校での芸術文化活動の体験。 

・ＳＴスポット横浜の企画への参加、運営。 

＊詳細は本人と調整の上、決定します。 

   

受入人数 ２人 

面接可能日 
6/25（木）10時～17時、6/29（月）10時～17時 ※オンラインでの面接も可能です。 

通勤手段 ■公的交通機関のみ □自家用車・バイク可     □いずれも可 

学生への 

要望・要件 

など 

・横浜市内での芸術文化の活動に興味がある方 

・芸術文化を中心に、福祉や教育など他分野にも関心がある方 

窓口担当者 事務局長 田中真実 

連絡先 TEL:０４５−３２５−０４１０ ／ E-mail:tanaka@stspot.jp 
  

  

代表者 理事長 小川智紀 会員数  １１名 

ホームページ http://stspot.jp/ 

団体所在地 〒220-0004 神奈川県横浜市西区北幸 1-11-15 横浜ＳＴビル 208 

最寄り駅 各線横浜駅 徒歩 10 分 

代表連絡先 TEL:０４５−３２５−０４１０ ／FAX:０４５−３２５−０４１４  

ＮＰＯ法人ＳＴスポット横浜 
アートの持つ力を現代社会に活かす 

団体概要 

受入要項 

芸術文化 企画参加 短期 
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企画立案 



  

 

活
動
背
景
・
目
的 

みなさんは、障害のある人たちと身近に接した経験がありますか？  

まちは以前と比べてバリアフリー化が進みましたが、障害のある人たちが自由にまちを楽しむ状況になっ

ているとは言い難い部分があります。 

私たちは横浜の都心部に活動の基盤を置き、そんな状況を少しでも改善するために、多くの人が障害者と

触れ合う機会をつくることによって、人々がお互いに思いやりを持ち、誰もが分け隔てなく、横浜の魅力

を楽しみ、自由に活動できる街を目指しています。 

事
業
内
容 

上記の目的を達成するために、横濱ジェントルタウン倶楽部では、以下のような事業を行っています。 

① イベント：障害者と健常者の交流により、相互理解や自然なサポートを学ぶ機会づくり（商店街での

スタンプラリー、横浜の魅力スポットを巡るバリアフリーツアーなど） 

② 触る地図の作成（視覚障害者が触ることのできる地図で、健常者にも便利な「共用マップ」） 

③ 福祉教育・研修の実施（障害者の講話や車いす・白状体験の実施などを通じてこころのバリアフリー

を広める） 

イ
ン
タ
0
ン
活
動
内
容 

以下のうち、興味ある部分の活動でかまいません。まちづくりに携わっている障害当事者と一緒に活動

することで、障害者理解が深まり自然なボランティア体験ができます。 

・イベントやの横濱ジェントルタウン倶楽部の活動の広報・PR 活動（SNS による発信、ホームページの

更新、チラシの作成など） 

・より参加しやすいイベントとするための企画提案やイベント運営への参加 

・触る地図改訂の作業補助（今年度は横浜都心部のマップと横浜駅のマップの改定を目指しています） 

   

受入人数 ２人 

面接可能日 今の所、6/22-7/3 のうち、いつでも大丈夫です。 

通勤手段    

学生への 

要望・要件 

など 

・参加しやすい日時・時間での活動ができます（会合やイベント日時は調整の上決定）。 

・広報・PR 活動など、どこでもできる活動も含みます。 

・障害者理解やボランティアに興味がある方歓迎。 

窓口担当者 事務局 桜井悦子 

連絡先 TEL:045-681-3877 / E-mail:info@yokohama-gentle.jp 
  

  

代表者 加藤 昇一 会員数 9 団体・個人 25 人 

ホームページ http://www.yokohama-gentle.jp 

団体所在地 横浜市中区常盤町 2-10 常盤不動産ビル 2F107 

最寄り駅 みなとみらい線日本大通り駅/馬車道駅、JR 関内駅、地下鉄関内駅 

代表連絡先 TEL:045-681-3877 / FAX:045-663-9273  

団体概要 

受入要項 

NPO 法人 横濱ジェントルタウン倶楽部 

障害者と一緒に、人にやさしいまちをつくる 

短期 まちづくり、障害者福
祉 

－22－ 



認定 NPO 法人 ARCSHIP（アークシップ） 

「音楽でたくさんのハッピーを創りたい!!」 

 

 

 

活
動
背
景
・
目
的 

私たちは「音楽にチカラがある」と信じています 

音楽にふれて、はげまされたり、感動したり、元気になったり、涙が出たり・・・ 

そんな経験はありませんか？ 

この音楽のチカラを使い様々な音楽イベントを企画・制作し、たくさんの笑顔とありがとうが

溢れる街を目指して活動しています。 

事
業
概
要 

「音楽でたくさんのハッピーを生み出す」為に、ジャズ・クラシック・ポップス・民謡・世界の音楽など

様々なジャンルにてプロ・アマ問わず参加出来きるコンサート「街中」で開催しています。 

また、バンドのコンテスト、社会人バンド向けのイベント、ジャズイベントなど様々な音楽イベントを商

業施設や商店街、ホールなどにて開催しています。 

イ
ン
タ
0
ン
活
動
内
容 

・延べ来場者数 2万人を目指した音楽祭の広報の企画・実行を行います。 

・「真のごちゃまぜ」を目指し、福祉団体などに訪問し、音楽祭に気軽に足を運ぶためのヒアリングを実

施し、具体的な対応策を考える。 

・公式パンフレットのデザイン、内容のアイディア出し 

・イベント当日の運営スタッフ（事前研修として、様々なイベント運営現場体験を行います） 

・事務局業務（出演者への連絡、住所録作成など） 

   

受入人数 長期 4名  

面接可能日 
6/26-6/28 10 時〜21 時 

＊6/13(土)15 時〜総会を実施するので、スケジュールが合えばご参加下さい。 

通勤手段 ■公的交通期間のみ □自家用車・バイク可     □いずれも可 

学生への 

要望・要件 

など 

「考えるチカラ・想像するチカラの向上・コミュニケーション能力の向上・様々な世代との真

剣な意見交換」などを行い「人間力のアップ」の機会にしたい方を募集します。 

窓口担当者 長谷川 篤司（はせがわ あつし） 

連絡先 TEL:045-323-9351 ／ E-mail:info@arcship.jp 
  

  

代表者 長谷川 篤司（はせがわ あつし） 会員数 60 名 

ホームページ http://www.arcship.jp/ 

団体所在地 〒231-0014 神奈川県横浜市中区常盤町 1-1 宮下ビル 4F 

最寄り駅 横浜市営地下鉄線/JR京浜東北線 関内駅、みなとみらい線日本大通り駅 

代表連絡先 TEL:045-323-9351 ／ FAX:045-323-9352  

団体概要 

受入要項 

まちづくり アート 企画立案 企画参加

 

広報 営業 短期 長期 
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活
動
背
景
・
目

的 

ほどがや市民活動センターアワーズは、地域の人たちが、暮らしているまちをよりよく元気にしていく活

動の拠点になる場所です。アワーズでは、近隣に暮らしている、赤ちゃんを連れたお母さんから定年後の

方まで日々活動されていて、他にも学校関係者や NPO、企業、行政といった様々な立場の人たちと一緒に事

業を展開しています。そこに集まる人たちの関係は、みんな対等で、協力しながら活動を進めていくこと

を目指しています。 

事
業
内
容 

① 相談窓口 

 地域で活動を新たに始めたい方や、仲間を増やしていきたいなど活動団体のみなさんの相談を受け、その人や団体に

合う解決策を一緒に考えアドバイスをしています。 

 ②情報発信  

 より多くの方が地域活動に参加するきっかけになれるように、様々な形で地域の情報を発信しています。 

 ③活動拠点の運営 

 団体の打合せや講座ができるスペースや、会議資料を印刷するための印刷機等の貸出管理をしています。 

 ④自主事業 

 地域について学んだり、その人の特技を生かして社会貢献できる活動プログラムを企画運営しています。 

 ➡「地域デビュー講座」、「街の学習応援隊」、「ほどがやサンタプロジェクト」等 

イ
ン
タ
0
ン
活
動
内
容 

＜短期＞ 「ほどがやサンタプロジェクト」の企画運営を中心に、学生スタッフと一緒にアワーズ業務を担当してい

ただきます。 

・プロジェクト企画会議への参加 

・イベント当日の清掃プログラムの企画準備から、当日の運営（学生チームで取り組みます） 

・イベント広報 

・ほどがや市民活動センターアワーズの施設管理業務の一部 
   

受入人数 3 人 

面接可能日  応相談 

通勤手段  公共交通機関   

学生への 

要望・要件 

など 

アワーズは、地域の人たちのつながりができ、みんなで活動を生み出していく拠点です。 

こんな人の応募を待っています！ 

・自ら積極的に考えチャレンジしてみたい人  ・市民活動やまちづくりに関心のある人 

活動する上で守ってほしいこと 

・素直に人から学び対話ができること     ・活動時間を守れること 

・インターン活動前に事前研修を受けていること 

窓口担当者 ほどがや市民活動センターアワーズ センター長 吉弘初枝 

連絡先 TEL：045-334-6306 /E-mail：yoshihiro@hodogaya-ours.jp 
  

  

代表者 NPO法人横浜市民アクト 理事長 福島伸枝 会員数 46 名 

ホームページ ほどがや市民活動センターアワーズ：http://hodogaya-ours.jp 

団体所在地  〒240-0006 横浜市保土ケ谷区星川一丁目 2-1 ほどがや市民活動センターアワーズ 

最寄り駅 相模鉄道線 星川駅徒歩 4分 

代表連絡先 TEL：045-334-6306 /  Fax：045-339-5120  

市民活動支援 短期 

ＮＰＯ法人横浜市民アクト(ほどがや市民活動センターアワーズ) 
 

地域の人たちが地域活動をはじめる最初のきっかけになる場所づくり 

 

まちづくり 

受入要項 

団体概要 

－24－ 

企画参加 対人対応 広報 事務 

 



  

 

活
動
目
的 

アクションポート横浜は、若者と NPO をつないでまちを盛り上げる NPO です。 

「まちにたくさんの主人公を！」を合言葉に、まちにたくさんのコミュニケーションとコラボレーショ

ンを生み出し、新しい価値を創り出すための活動を推進します。 

事
業
内
容 

・NPO インターンシップ事業：の大学生が地域の NPO にインターン生として参加するプログラムの運営。 

・横浜アクションアワード：地域と学生がパートナーシップを組んで運営する事例を表彰します。 

・横浜サンタプロジェクト：サンタになって横浜に笑顔をプレゼント！横浜の企業が実行委員会を組織

し、地域と協働して企画・運営する CSR プログラムの運営。企業との連携事業。 

・サコラボ：左近山団地に住み込みで地域活動する大学生をサポートします。 

・学生企画エコツアー：大学生が環境活動の現場をバスツアーします。学生×行政の企画。 

・・・などなど。その他大学生が地域の大人たちと一緒になって活動するプログラムを運営しています。 

イ
ン
タ
-
ン
活
動
内
容 

＜短期＞ ＊詳細は本人と調整の上、決定します。 

・アクションポート に関わる NPO や企業経営者、若手社会人へのインタビューと記事作成 

・オンラインでできる企画作り（2020 年度から実施予定） 

・左近山団地での活動（サコラボの学生との地域活動） 

＜長期＞ ＊詳細は本人と調整の上、決定します。上記の短期プログラムに加え、 

・プロジェクトの企画運営：横浜サンタプロジェクトをはじめとした若者や企業との連携プロジェクト

に企画段階から参加、運営リーダーを担う。 
   

受入人数 2 人 

面接可能日 個別相談。 

通勤手段 ■公的交通機関のみ □自家用車・バイク可     □いずれも可 

学生への 

要望・要件 

など 

・NPO をはじめ、企業や行政などの多セクター多世代との出会いやつながりを創りたい方 

・横浜の街で行われている様々な活動を体験したい方 

・活動を支える場作りに興味がある方 

・地域や学生、企業の方々とコミュニケーションをとりたい方 

窓口担当者 高城 芳之 

連絡先 TEL:080-5544-0518 ／ E-mail:y.takajo@actionport-yokohama.org 
  

  

代表者 高城 芳之 会員数 100名 

ホームページ http://actionport-yokohama.org/ 

団体所在地 〒231-0023 横浜市中区山下町 94横浜中華街パーキング内 

最寄り駅 みなとみらい線 元町・中華街駅/日本大通り駅 徒歩 10分、JR線関内駅 徒歩 15 分 

代表連絡先 TEL: 045-662-4395 ／ FAX:045-662-4395   

団体概要 

受入要項 

NPO法人 アクションポート横浜 
人や組織をつなぎ、横浜を盛り上げる 

市民活動支援 企画立案 企画参加

 

広報 短期 長期 
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長期インターンシップ 

 

 

 
 
 

インターン 

募集タイトル 

グレタさんに続こう！ 

グローバル気候マーチを実現しよう！ 

募集内容 スウェーデンのグレタ・トゥンベリさんが始めた「気候のための学校ス 

トライキ」。全世界に広がり、日本でも「グローバル気候マーチ」として 

昨年、全国で実施。川崎でも今年も実施します。その企画、広報、実施、 

若者のネットワーク作りのスタッフを募集します。 

主なスケジュ

ール 

７～９月 フォーラム内容検討、企画、若者への呼びかけ 

協力団体募集、説明会実施 

１０～１１月 広報、気候マーチ実施準備、本番（１１月頃） 

１２月  まとめ、報告書作成 

（新型コロナウイルス感染症対応でデジタルＷｅｂ開催の場合あり） 

得られる経験 ・イベントの企画立案のポイント、準備や当日運営のノウハウ 

・スタッフ・仲間、市民団体など、多くの関係者で進するノウハウ 

・環境、エネルギー問題についての知識 

募集人数 ２～３人 

期間・頻度 ２０２０年７月～１２月、週１、２回程度。 

１１月（予定）の本番近くは忙しくなる予定。 

活動支援金等  〇あり（交通費程度）  なし 

面接可能日 ６月２４日（月）～２６日（水）、７月２日（火）～３日（水）、４日（金）PM 

担当者からメ

ッセージ 

新型コロナウイルス感染症対応も大切、気候変動対策も大切。未来のた

めに今、出来ることをやっていきましょう。 
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長期インターンシップ 

 

 
 

 

インターン 

募集タイトル 

①小学生―中学生向け体験活動の企画スタッフ 

②団体の情報発信の企画提案・運用 

募集内容 横浜では 0歳児～青少年まで多様な世代の事業を実施しています。 

①学びや自立・育ちに必要な体験活動を小学生や中高校生に届けることができるよう、企画・実

施するスタッフを募集します。既に予定されているイベントの企画運用だけではなく、０から新

しい企画を立ちあげることも可能です。内容は担当者と相談しながら決めていきましょう。 

②事業や活動を利用・参加している人だけではなく、多様な方々へ情報を発信することが NPO に

とっての要となります。特に若い世代に対してどのような発信をすればいいのか、企画提案・

運用をしてくださるスタッフを募集します。 

主なスケジュ

ール 

（例）８月 法人内の各事業見学 

＊各事業の様子を知り、企画イメージをつくりあげる 

９月‐11 月 対象とする事業に関わりながら、企画立案・準備 

12 月‐1月 企画実施 

2 月 報告書作成   ＊具体的なスケジュールと内容は面談で決めていきます。 

得られる経験 ・小学生から中高校生まで多様な子どもたちと関わる経験 

・多様な立場の大人と出会い関わる経験 

・子どもたちや社会の現状について学ぶ経験 

・企画を０から作り、実行する経験 

・広報や事務等の実務経験 

募集人数 ～３名 ＊①、②はご希望に応じます。 

期間・頻度 週 2日程度。企画内容や実施頻度によっては忙しくなります。  

活動支援金等  なし  ＊活動によっては交通費程度 

面接可能日 6/22 - 7/3 (平日 9-17 時) 

担当者からメ

ッセージ 

ボランティア経験では得られない実務や、社会に出て役立つスキルを身につけることが

できます。これから子どもや地域課題に関わる仕事がしたいと考えている方、ぜひご応

募ください。 
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長期インターンシップ 

 

募集タイトル 国際協力団体でボランティアインターンしませんか。 

募集内容 国際協力 NGO でのボランティア活動を通して、世界の現状を知り、視野を広げたい、

国際協力活動に貢献したい人を募集します。 

活動内容は、アジアの途上地域での国際協力プロジェクトの事務補佐、チャリティイ

ベントでのフェアトレード品販売、広報活動、簡単な事務など、様々なボランティア・

ワークに携わっていただきます。 

この経験を通して、日本最大級の国際協力イベント「横浜国際フォーラム」（2021 年

2 月開催予定）で、講座の企画や運営と共に、国際ボランティアに興味のある人に、

大学生としての活動の体験を発表することができます。 

希望があれば、当会の活動地を訪れ、国際協力を最前線で学ぶことができるスタディ

ツアー（ミャンマー少数民族地域）に参加することができます。（費用自己負担） 

主なスケジュ

ール 

2020 年 7 月・・・オリエンテーション、レクチャー、各種ボランティア 

8 月～11 月・・・各種ボランティア、フェアトレード品販売等 

12 月～1月・・・各種ボランティア、「横浜国際フォーラム」準備等 

2021 年 2 月・・・「横浜国際フォーラム」（予定） 

得られる経験 ・アジアの途上国での国際協力に実際に携わることができる 

・途上国の子ども達のために働く実感を得られる 

・世界の現状について知ることができる 

・様々な年齢層、分野の老若男女に出会い、話を聞き、自分の意見も言う場がある。 

・TPAK のボランティアの定義である「相手の立場に立って考え行動する」を実践し、

人の役に立つことで自身の成長につながる。 

募集人数 1-2 人  

期間・頻度 2020 年 6 月—2 月 週１回程度＊応相談（テスト前はお休みください） 

活動支援金等  あり ＊交通費程度 なし 

スタッフから

メッセージ 

「世のため、人のためになる」人物を育成します。 

人の役に立つことでしか得られない多くの学び、出会い、経験ができます。できることか

ら楽しく始めてみませんか。 
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長期インターンシップ 

 

インターン 

募集タイトル 

国際協力と SDGs（持続可能な開発目標）の地域推進事業 

学生コーディネーター募集！ 

募集内容 ・「よこはま国際フェスタ 2020」＆「よこはま国際フォーラム 2021」 

プロジェクトの企画立案と運営（イベント創り） 

・参加団体および市民ボランティア（e-vo：イーボ）のコーディネート 

・SDGs よこはまリンク（SDGs の地域連携促進事業）の企画立案と実施・地

域 NGO の組織強化のサポート 

主なスケジュ

ール 

・8 月～11 月：「よこはま国際フェスタ 2020」（11 月開催）の企画準備と

運営  http://yokohama-c-festa.org 

・11 月～2月：「よこはま国際フォーラム 2021」（2月開催）の企画準備と

運営   http://yokohama-c-forum.org 

・通年：参加団体とボランティアのコーディネイト、NGO 組織強化 

得られる経験 数多くの国際協力団体の活動を知り、団体と直接コミュニケーションを 

する経験 

イベント事業を責任ある立場で企画立案し、運営をする経験 

NGO・JICA など専門機関や自治体・企業と一緒に仕事をする経験 

募集人数 1 名 

期間・頻度 2020 年 8 月～2021 年 2 月 

週１、2回程度  ＊応談  

活動支援金等  あり ＊11 月以降交通費を支給（上限あり）  なし 

面接可能日 6/25～7/5 日時については応相談 

担当者からメ

ッセージ 

様々な NGO/NPO、JICA などの関係機関、行政、企業と連携をしながら進める国際協力

事業を学生の視点を活かして一緒に創っていただけることを楽しみにしています。  

エグゼクティブ・プロデューサー 小俣典之 

備考 活動プログラムは、興味関心や活動日などに合わせて個別設定します。 



長期インターンシップ 

 

 

 
団体名 NPO 法人アークシップ 

募集内容 目標集客数延べ 4 万人を目指した広報活動を行います。チラシのデザイン

案だし,WEB・facebook・twitter などの更新、ミュージシャンの取材など、

4 万人集客のためのアイディアを出し、実際に行います。 

主なスケジ

ュール 

7 月よりチラシアイディア出し、8月より本格的な広報活動を行います。 

本番日 11/8(日) 

得られる経

験 

「主体的に考えるチカラ」「社会人マナー」「伝えるチカラ」など、社会に

出た時に使える基礎能力を得るための経験が出来ます 

募集人数 3 名 

期間・頻度 7 月〜11 月  

活動支援金

等 

なし 

担当者から

メッセージ 

学生同士では得られない体験を学生の間にしておくことは、社会で活躍す

るためのチカラになります。インターンを通じて、一足先に「おとな」の

仲間入りをして下さい。 

備考  
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長期インターンシップ 

 

団体名 NPO 法人アクションポート 横浜  

募集内容 12 月に横浜市内の企業や NPO が中心になって開催している「横浜サンタ

プロジェクト」の学生コーディネーターを募集します。 

＊横浜サンタプロジェクト http://santa.yokohama/ 

具体的にはサンタプロジェクト実行委員会事務局の一員として、学生を巻

き込む戦略づくりや企画、その他事務局業務を担ってもらいます。 

企画実現に向け、学生メンバーのリーダーとして、広報、企画立案、企画

実行などを担ってもらいます。 

主なスケジュ

ール 

７月−9月 実行委員会に参加（まずは実行委員会のメンバーと知り合う） 

9月−    学生企画メンバー募集、企画を考える 

11月—    企画準備 

12月   本番 

1月    報告会 

得られる経験 ・企業や NPOで働く大人たちと一緒になって活動する経験 

・一つのプロジェクト（企画）を０から作り実行する経験 

・リーダーとしてチームをまとめ上げる経験 

・他大学の学生とのつながりの輪を広げられる経験 

募集人数 1-2 名 

期間・頻度 8月〜2月  週１−２回程度 

活動支援金等 なし 

担当者からメ

ッセージ 

サンタプロジェクトは例年 2000 人近い人が参加するイベントです。横浜

の企業や NPOと一緒になって、学生の特徴を生かした企画を作れたらと思

います。一緒に活動できるのを楽しみにしています。  

備考 その他、アクションポートの事務局業務や学生の活動サポートなども、関

心に合わせて用意します。 
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主催・お問い合わせ：NPO 法人アクションポート 横浜 

 


